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	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２８年度
	中・高・特
	２１１５


授業改善講座　中・高　美
～育成すべき資質・能力の関連や学習内容との関連を明確
にした，主体的で創造的な学習活動をつくり出すために～

１　ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　実技や講義，演習を通して，〔共通事項〕をはじめとした，資質・能力の相互の関連や学習内容との関係を明確にした主体的で創造的な学習活動について体験的に学び，学習指導要領の趣旨を深く理解したり，題材等の見直しの視点をもったりすることができる。
２　対象及び定員　
　美術の授業に課題をもっている中学校・高等学校・特別支援学校の教員（講師を含む）。

（定員２０人）
３　期　日　　　　６月　１日（水）
　　　　　　　　　　　            
４　会　場　　　　総合教育センター　第１棟２階２研修室　
　　　　　　　　　　岐阜市薮田南５－９－１
　　　　　　　　　　電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課専門研修係）
                　
５　当日持参資料等

　・「中学校学習指導要領解説　美術編　」（平成２０年９月　文部科学省）

・学校で使用しているデザインセット（ポスターカラー又はアクリルガッシュ等）
　・はさみ　・のり　・ティッシュペーパー　・カッターナイフ　・新聞紙（１日分）
　
６　事前提出資料　なし
　（美術科の授業で疑問に思っていること，困っていることがあれば，電話または電子メール等でお伝えください。当日，相談の時間をとります。）　　
　　　　　　　　　美術科担当：　清水　也人　（送信先：shimizu-narito@pref.gifu.lg.jp) 
　７　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	6/1
(水)

	９：３０
９：４０
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明等
	教育研修課
図画工作・美術
担当指導主事

	
	　９：４０

１０：３０
	【講義】美術科の基本を学ぼう！

・育成する資質・能力について

・〔共通事項〕について

・生活や社会とのつながり

・安全指導，安全管理
	

	
	１０：３０

１２：００
	【実技・演習】Ａ表現(1)(3)の題材づくり

・感じ取ったことや考えたことなどを基に自己の表したいことを重視して発想や構想をする能力及び，創造的な技能の育成

・主題の創出等
	

	
	１３：００　

１４：３０
	【実技・演習】Ａ表現(2)(3)の題材づくり

・自己の表したいことを生かしながらも目的や機能を踏まえて発想や構想をする能力及び，創造的な技能の育成
・生活の中のデザイン等
	

	
	１４：４０

１５：４０
	【実技・演習】Ｂ鑑賞（１）の題材づくり
・自分の見方や感じ方を大切にして，主体的に造形的なよさや美しさなどを感じ取り味わう鑑賞の能力の育成
・対話型鑑賞法の体験等
	

	
	１５：４０
１６：００
	【研修のまとめ】
・明日からの実践に役立つ内容を整理する振り返り
・個々の課題を解決するための相談
	


□備　考
・欠席，遅刻，早退などの手続きは，総合教育センターＨＰ上の「研修講座に申し込む」→「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・総合教育センターの研修者用駐車台数は，空調設備工事のためほとんど確保できません。公共交通機関の利用に御協力願います。

・利用可能日を確認の上，臨時駐車場の利用に御協力願います。

・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の場合は，下記へ連絡してください。

電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）

※実技を行いますので，汚れてもよい服装で参加ください。
平成２８年度 新規講座のココが売り！





　美術科において育成する資質・能力とは。制作中の姿から，働いている資質・能力を読み取るためには。〔共通事項〕はどのように意識するとよいのか。など，日頃から授業で行っていることの意味や大切さを改めて考えます。


　主体的で創造的な学習活動を生み出すための，様々な疑問を実技や演習を中心に体験的に学びます。特に経験年数の浅い先生方，日頃，相談する場がなかなか無いという先生方にお勧めの講座です。








